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本発表は生物圏科学研究科の共同セミナーの対象となります。

反芻家畜では、飼料中クロロフィルの一部をなすフィチル基（フィ

トール部分）から、反芻胃内微生物の作用によってフィタン酸が生
じる。フィタン酸は反芻家畜の生産する乳・肉中に特異的に存在

し、体内での脂肪酸の酸化を高めるなどの機能を有する。本研究

では、土－草－家畜－乳の間で、牧草中フィートルならびに反芻
胃内や乳中のフィタン酸生産に及ぼす種々の要因を明らかにした。


